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作物 よ 力 み た 深 耕 の 効 果

渡 辺 和 之 （ 應事 試 験 場 ）

資料

工 は し が き

‾大型 トラク タの 導入 は従 来の 手労 働 の 場合耕 起 の 探 さ が 1 0 ～ 1 5 cm で あつた もの を、 少 な くと も

2 0 c爪以 上桝起 す る よ うにな り、 結 果 として 深耕 が 行 われ る条 件 を作つ た0 又 大型 トラクタ の利 用 に よ

つ て一 部 の鹿 家 に お いて従 来 と も行 われ て い た地力 増進 を 目的 とした鞠 作 業 が、 コ ス トの 面 よ り有利

に、 しか も簡 易 に実 施 出来 る よ うに なっ た。

しか し既往 の 試験 成 績 をみ る と、 深耕 に よ つて 作物 の収 量は必 ず し も増 大す る とは 限 らず 、 効 果 のみ

られ な い場 合 も多 く譲 られ てい る0 これ は 気象 的 条件 や 深耕 された 畑 の士 は 配 さ れ る所が 大 きいが、

更 に作 物 の 種 現 品 種、 その 肥培 管理 に よつ て、 深 耕 効果 に相 異 の あ る こと が指 摘 出来 る。 こ ゝでは深

耕 良法を確立す るため、 作物の立場よ り、軸 抽 影醤 を検討 し、 深耕畑に は どの よ うな作物 を選び、そ

れ を どの よ うに栽 培す るこ とが合 理 的 で あ るか 検討 す る ため の 資料 を提 出 した い。

この報告 細 けるク薙排クの語意は普通の柳 、 混層執 心士桝等 2 0 cm以下 の士 層に手を加えた桝

家法 を総称 して 柵 とす る0 叉 これに使用 したデー タは戯事試験場畑作部作付休耕 2 研究室（ 旧駄

東山農試 ）で実施した探桝 試験 を中心にしたが、更に振興局農産課「低 位生 産地調査事業」地域 、都道

府 県 虚試 に分 け る薙 緋試 験籠 果 を利 用 した。 記 して 謝意 を表す る。

Ⅱ 作 物 の 種 類 と 深 耕 効 果

深耕 は土壌 の物理性 を良 くして、作物根 の生育の場を拡大 し、 作物の生育 に必要 な水分空気 の供緋

新 は 条件を作 り、那 潜在地力を十分発揮させ よ うとす る ものである0 しか し一加 別 、て瘡簿な下

層土 が深耕 により耕土 枇 混入 し、肥料頚 分的にマイナスにな り、 更に土壌 三相の分布が変化す るか ら

従来 の栽 培 法で は 十 分 な生 育収 量 を うるこ とが で きない場 合 が あ る0 又 深耕 に よつ て土 壌 中の有 機 物の

消 耗 は促 進 され る と考 え られ るか ら地 力維 持の 点 も考慮す る必 要 が あ る0 こ のた め 探 排を行 う場 合、 右

の 土地 に適 した桝起 方 法や 肥培 方 法 をと る と共 に、 作物 の 種類 品種 に よつ て深耕 の影 響 は こ と な るか ら、

深 耕効 果の 出やす い作 物 品種 を選 ぶ ことが、 作物 増 収 の鍵 とな る。

久 作物 に よ る深耕 効 果の差 異 をみ るた め、 全 国 で行 われ た 裸桝 試験 結果 を作物 別 に まとめ て み ると

別表＜ 讃 老は 図に よつて 説 明 されて 如 ま した が、 頁 数 が非 常 に超 過 す るの で、 編 集 委員 会 と して表

れ てい た だ きま した0 著 者 が指摘 して い る よ うに、 平 均値 で もの を言 うの は、 い ろ い ろ悶 が あ りま

すが、 止 むを えず この よ うな措 馳 と りま した0 全 員各位 も、 その点 御 了 如 うえ、 読 んで 下 さい。＞

のよ うに なつ た0 これ は桝起 方 玖 ・・肥培 管現 品 僅 等の 条 件を 考慮 せ ず凛 準桝 区 を 1 9 0 と して、 対象

の深耕 同 量施 肥 量 区の 収 駄 数を とつ た もので、 作物 に対す る探 桝 効果 の み を 示 した もので あ る。

まづ作物別 に深耕 の影響をみ ると、招査点 数の多い 9 作物では、燕 麦が 最 も深耕 に よる鵬 増加胎

は高 く、 次いで馬鈴盈 甜菜であつた0 大 ′低 コーン も 5 紙 上の増収 とな り深耕効果が認め られ

た0 甘親 犬豆は標準誹 区に比べて大差 なく効果は 明かでない0 次に調査点 数 妙 いのて 確 実な こと

は云え ないが、普通 作物 では ヒエ、小豆 菜豆 等は糊 効果が出やす く、 ア・′、落花生等は出 に くい
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オ1 表 作 物 と探 検 効 果

A 禾 穀 規 （ 標準緋区に対す る深耕同量施肥最区の比率 ）

B 根 菜 、 豊 頬

c そ の 他 の 作 物（ 全国 平均 ）

一▲■l一一一一－－－－－－－－－・－■■・・・・▲・・■一▲■・・・■・▲■・・■・■一一一一－・・・・－－■－・■・・・・・・・・・・・一▲一一
卜、　　　　 1　　　　 ご訂 小　　 麦 大　　 麦 燕　　 麦 コ　 ー　 ン

慧 藁 憶 震 慧 憲 憎 露 雲 霞 場 裏 っ　　 川　 量 ・
地 域 点 数 指 数 点 数 指 数

；首

【J＼＼ E∃

＝　 4 1 1 2 2．1 1 5 1 2 1．3 1 0 8 1 1■6．5 ■1 4 1 1 0．9

北 海 退

二島
4 4＝ 1 0 6 9 9 0 1 1 2．7 1 9 1 0 5．4 8 1 0 7．6 1 3 1 0 5．4

鹿　 北　 北 陸

6 2 1 0 3 1 9 5 1 0 3 0 1 1 7 1 0 3．0 乞0 1 0 5．9
関　 束　 東 山 1

0 1 0 1 4 4 1 1 0 5 7 2 4 9 7．8 6 1 0 3．5
東海近畿 中国 1

1 3 7 1 0 0 0 1 0 3 1 0 0．8 8 3 1 0 5．6 3 8 8．7
九 州 四 国

全 国 平 均
3 5 3 1 0 2．3 3 7 0 1 0 ラ2 2 5 B 1 0 4．6 1 1 6 1 1 5．9 5 6 1 0 5，9

K　　　　　　　　　　　 婆覧 馬 給 琴 甜　　 菜 大　 息 ・

トl一 也地　　 物 調 査 点 数 t 収 量 指 数 調 査 点 数 】収 量 指 数 調 査 点 数 収 量 指 数 調 査 点 数 収 蚤 指 数

域

北 海 海 道

l山口

8 9 1 1 2 ．4 1 0 0 1 1 4．2 2　 6 1 0 7．9

東　 北　 北 陸 1 3 1 0 4．2 3 6 1 1 5 ．6 ▲2 7 1 0 2　 5 5　 5 1 り 1．0

4 1 0 8 3 1 8 1 0 2．8 1 0 1 1 5 ．9 8 2 9　 7 ．1

関 東 東 山

東 海 近 段 中 国

6

6 0
9 8 ．8

4 1 1 3．0

＼ヲ琴 夢≡ ・

九 リ11 四 国 1 0 1 9 乱 3 2 0 1 0 5 ．8 1 0 9 4 ．4

ヨ ＼ 均 2 3　 B 1 0 l ．4 1 4 3 1 1 ■2 ．0 1 6 1 1 1 0 ．5
1 7 3 ぎ　 9 9 ．4

全　 匡　 平　 一

普 通 作 物　　 邑　 そ 菜 頬 飼 料 作 物

】
王＝） tヨ ヒ「 1 バ　 ーニ ーー　　 収 罷 指 数 作 物 名 ！調 査 点 数 j収 量 指 数 作 物 名 調 査 淵、数 収 量 指 数

作 物 名

エ

調 査 点 数

9

主1五 日＿

1 1 6 ．1 トマ ト 1 7 1 0 1．8 膏 刈 コ ーーン 4　 5 1 0 2 、2

ヒ

5 1 0 1 2 ナ　 ス 1 1 1 0 0 ．4 背 刈 大 豆 1 9 1 0 5．8

ソ　　 ノヽ

1 0 3　 6 キ ウ リ 9 9　 9 ．3 膏 刈 エンバ ク 3 9 8 ．7

ナ タ ネ 1 8

3 山東 菜 6 1 1 7 ．7 禾 本 科 牧 草 2 2 9 5 ．2

マ　　 マ 4 9 8 ．

9 9 6

l ／

カンラン 2　 6 1 2 1 ．3 芝 科 牧 草 2 2 1 0 1．5

洛 花 生 1 6

1 0 8 1

‾白　 菜

3 1 1 9．0 逸 招 牧 草 阜 8 9 6．8

選　 且 1 3

3 6
1 1 1 1 人　 参 1 0 1 0 4．6

小　 且

■大　 根　　 3 5 1 1 0．4
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傾向 が認 め られ た。 そ果 報 の栽培 は農 家 にお い ては 古 くか ら深 耕作 業 が行 われ 、 叉 人 参・ ゴポー 等 を栽

培して、 深 耕 と同 じ よ うな状態 を利用 して い る事 例 が 多 い が、 収 量の点 か らみ る と普 通 作物 に 比 較 して

聯効 果 が 出やす い傾 向を 認 めた… この ことは そ菜 栽 培 が集 約 的 な肥 培 管理 を行 うことに も関係 す るが

後に又 ふ れ た い。 背刈 飼料 作物、 牧 草 につ いて み る と膏刈 飼料 作物 は深 耕効 果 を認 め た が、牧 草 で はか

えつて 減 収 す る場 合 が多か つ た。

深耕 効 果 を地 域 別 にみ る と、 いず れ の 作物 も九 州地 方 よ り北 海道、 東 北地 方 が効 果 が 高 い傾 向を認 め

た。 この 原 因 につ いて は明 らか で ない が、・これ が 深耕 の地 域的 差 異 に よる ものか、 或 は 単 に 北 海道 にお

ヤ、て古 くか ら津別 試 験 が行 われ 深耕 農 法が 明か に され て い るた め、 合 理的 な肥 培 管 理が 行 わ れた た めに

深耕 効 果 を 高 めた のか 検討す べ き問 題 で あ る。

肥料 条件 と深耕 の 関係 をみ る と、 多 肥 の場合 が 深耕 効 果 を助 長す る とは 限 らず、 か えつ て生 育遅 延 や

草 出来 が旺盛 と な り倒 伏 した りして減 収す る 場合 が あ り不 安 定 な面 がみ られた 。 しか し増 収 効果 の 高 い

場所は 多 肥 条 件が多 い ことか ら深耕 を もとに積 極的 な増 収 を考 え る場合、 肥料 は多 く施 用 し、 これに適

した栽 培 法 を 取 る ことが 必要 で ある。 作物 別に み ると麦 叛 は 多肥 の効 果 が 高 い傾 向が認 め られ る。

深研 が主 要 作物 の生 育に及 ぼす 影響 を もうす こし解析 してみ よ う。 深 研 が 作物 の茎 葉 重 と子実 重 との

関係 に 及 ぼす 影響 は 標準 桝 に比 べ て オ 1 図の よ うにな つた 。

矛 1 図 深 耕 と 作 物 の 収 量
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備 考

①作成資料は

低位生 産地 調査資料 昭 3 ひ】 3 2

試験場成結審 昭 3 2 － 3 3

遜標準 誹 区 を 1 0 0 と し て深排 同 量 施 肥最 区 の収 最 比

． 標準肥条件

． 多肥 条件

安頸 ：深抑 二よつて稗敦 子実重共 増加傾向を認 軌 凍桝効果は高い0又表 別 鞋多肥の効果は大 きく、

梓重が多いほ ど子実歪が増すか ら、 深排多即 よつて、 茎菜 の生 育を よけ ることが収量を高 める方法

と な る 。

陸稲 ：未 配 同 じ よ うに、 英 重 と子 葉 重 とは正 の関 係 が あ り、 菜 重 の多 い ものは 子 実 重を 増す 傾 向が・

認められた。しかし鍬 敵馳 走頚より低く、淋 に より組 子米窪が紗 する場合 も多 くみ られ転

これは 桝 に より カンパ ツ障 軸 受 けや す くな る場合 が あ り、 又 深誹 畑 では生 育 が遅延 す る傾 向に あ る

ため、 出御 と収監の関係の軌 儲 稲では マイナスの二影削 受けやす くなる と考 え られ る0 叙 深榊

にお いて 陸稲 の 品種 比 較 を行 つ た 能 果 帥 る とオ 2 図 の よ うに 出穂 期 の 早 い 品種 ほ ど深 桝効 果は 出やす

い傾 向を蕎紬 、 深桝 畑 で は 早生 ～ 中生 穫 を選 ぶ こ とが 重要 で あ る こ とが わか つ た0

オナ2 鎚 鵜 梓畑 に 二如 才る陸 稲 の 品 種 比 牧
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備 考 ○一・・一 腰 竿秤監
か －一々 浮 城 l

数字甥 即 蛇 ヒ常 す王玖丑比

（ 端 ．欝細山 農拭 18 5， ）

甘詔 ：深別 の効 果は明 らかでな く、婁 重の増加は

必ず し も罰看重を 多 け る とは 限 らないロ しか し深耕

によつ て 蔓 重を 増す 場合 が多 く認 め られ た0 この関

係を 品 種別 に み る と、 農林 1 号の よ うな クっ るぼ け ‘

しや す い 品種 は重 畳 と譜 重 は 負の 関係 を示 し、 憂 重

は増す が預蒐は減収 しやす く、 虚林 2 号、沖縄 畑

号は両者間に正の関係 を認め、深桝多肥の効 果を認

めた。

大豆 ：深耕 効 果 ほ認 め られず、 深排 す る こ とに よ

り茎鼠 子葉重が減収す る場合が多い0 しか し他の

試 矧 て よ り下 層土 の 舐 極 的 な改善 に よつ て多収 とな

る方 法 が 見 出 され てい る。

粕方法 と作物 の関 係は調査点 数 もまだ十分でないので、 今後の試験朗 の鰯 にま

ち た い 。
以上、 rF物の程配 御 効果 の 関係を綜托 してみると、 安 軌 甜菜、馬鈴盈 コー ン等は効果が出や

すく、 ヒエ、栗鼠 小豆 そ菜鼠 酬 脚 作物 も深緋脚 こ射 るようであつた0 一方牧乾 板 落

花生等は御 効果 の出に くい作物 であつた0 宇 野 も開拓地土地調査額装の結知 ＞ら醐 に よる作物の効

果を比凱 、麦、 コ山 ン馬鈴彗は 効果の出る齢 が多 く、 大豆では 出に くく、陸稲は腐 植質土那 は余

り効果がみ られないが、鉱質土 で は効 果が乱 く、 甘鮒 ま余 り効 果がみ られ ないと述べ ている。同 じ
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傾向 が上 記の結 果か ら も認 め られた。 又 作物 と同様 、 品 種間 に お いて も深 耕如けこ対 し適否 が あつ た。

Ⅱ深耕 に 関与 す る要 因と作 物 の 生育 収 量

涙 競の効 果 は 作 物 に よつ て 異な る こ とが 明 かに され た が、 そ の原因 につ き 2 ～ 3 の点 をのべ たい。

涙 熟 ま土 屑の 垂 直的 配 列 を変 え、 土 壌 を膨故 に す るが、 作物へ の 影 響 は土 壌 が膨 故 に な り、 読土 が拡

大す るこ と に よる土壌 三 相 の 変化 と、 下層 士 の混 入に よ る土壌 の 化 学性の 変 化 の 2 つ の面 が 大 きい。 こ

のた め深耕 忙対す る作物 の適 応性 を 解 析 す る場合、 これ らに 関∵係 す る 要因 の作 物へ の 影 響 を走 る必要

があ る。

i ） 耕土 の厚 さ と作物 の生 育収 量

拝謝 ま耕 土 が 深 くな る こ とに よ り どれ だ け生 育 に影 響 し、 増収 に むす びつ くかは 深 耕 を行 う上 に大 き

な琵 琶で あ る。 しか し、 耕 土 の 厚 さ は その土 壌の 肥 沃 度忙 も関 係す る と考 え られ るの で、 6 覆 莞の 作物

を供 試 して、 標 準 表 土 と肥 沃 土（ 同 じ土 壌 に堆肥 金 堆 を投入、 冬 期問 よ く混合 し苗 床 の よ うな± にした

もの ）の 条件 で耕 土 1 0 吼 3 0 c吼 6 0 cm（ 大麦 の み 4 5 c7花）の厚 さの 所 で栽 培 した 結果 は 矛 3 図の

矛3 図 研土 の 厚 さ と作物 の 収 豊■
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通りで あつ た。 これ よ り標準 表 土で は 箭 土 方；深い

ほどい ずれ の 作物 も収 量 は増 加 したが、 言≡沃 土の

場合、 陸相 で は桝土 が厚 くな る と草 出 来 方：王盛 と

な りか え つ て収 量 は マ イ ナ ス と な り、 大 豆 ；ま耕土

3 0 cm と 6 0 cm の問 に は差 が 認 め られ なか つ た。

甘藷 、 コー ン、 ナス は 肥沃 土 で も耕土 の厚 い方 が

増収 した。 この 結 果 か ら作物 に よつて群 士 の 経済

的な 厚 さ は こ と な る こ とが わ か つ た 。 し 云）し これ

らの こ とは 品 種 との 関 係 を も考 慮 す る 必 雲 が あ る。

ii）土壌 の 粗 密 と作物 の 生 育収 量

採納す る と土壌 が膨 故 にな り土額 三 相 の分布 が

変り作物 の生 育 に 影 蟄 を与 え るが、 作物 に よ りそ

の影響 ので かた が こ と去 る。 陸稲、 大 豆 昔 萬

膏刈 コ】 ン、 キ ウ リの 5 作物 を 供試 して、 ± 頚

粗密、 土鶴 水分 の多 少 を組 合 せ て試験 した特 異針

4 図 の よ うにな つた。

土 宝隻の 粗 密 に よ る 影 考劉 ま、 士 ＿水 分 の 多 少 に よ

り こ と な り、 多 い 場合 土染 が 軟 い こ とが 大 賀 で、

緊密 な土 塊 では 作物の 減収 割 合 が 高 くなっ た。 し

かし士 魂 が乾燥 す る と土 壌の 粗 密の差 は少 な くな

り、 か えつ て土 勤 ；きんみ プ砲 つた・方 が生 博 が良 くな る作物 もあ つた0 土壌 水 分 にっ い てみ る と、 標準

水分 が良 く、 水 分が 多 くなつて も、 少 な くなって も独 収傾 向を示 したが、 湿 潤 条 件で 減収 しに くい 作物

ほ護 稽で、 次 い で 膏 刈 コー ン、 大豆 で あつ た。 乾 燥 に よ る減収 は 御 宿が 大 きく、 青刈 コー ンが 畳 も少 な

かつ た。

この 浩 果 か ら作物 に 対す る土 怒条 件 の 影熟 ま、 陸 稲は 土怒 水分 に大 き く支 配され、 通 気性 が葺 くなつ
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ても水分 き え十 分 あれ ば 減収せ ず、 乾 燥に よる生 育障 害が 大 きか つ た。 甘 諷 キ ウ リは土 壊通 鮮 こ関係

深く、 土壌 通 気 性 が悪 くな る よ うな 条件で は著 し く減収 した か ら、 多 湿 地 で は特 に土 類 を膨 軟 にす るこ

とが 大切 で あつ た。 大豆、 膏 刈 コー ンは土 壌 通気 性 が悪 くな る と根 が土 壌 の 上 層 に張 り、 或 る程 度 適応

した が、土 塊 が硬 い 条件 で は いず れ の 場合 も生 育が 劣 り、 結 果 として土壌 の ち密 度 に 影宇 され る所 が大

き か つ た 。

iii）下層土 と作物の生 育収量

深耕 す る と下層土 が耕 土 中に混 入す るが、 この 下層 士 の性 質 で 作物 の生 育 が影 響 さ れ る所 が 大 きい。

まづ 下 層士 の種 類 と作物 の収 量 と の関 係 をみ ると針 5 囲に 示す 結 果 を 得た〕 この 試験 は洪 積層 火 山択土
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である宇 都宮土塊（ 黒色 ）、鴻盛土 塊（ 褐色 ）と、 沖積土（ 鴻巣 ）、洪積層非火山灰土（ 豊 橋 ）の 4 種

類の土 曜 を表 層 士、 中 層士 、 下 層 士 に 区別 し て採 集 し生 士 の ま ゝポ ッ トにつ め、 標 準肥 料 にて栽 培 した

もの で あ る。 この 結 果 をみ る と、 い ず れの 土 壌 で も陸 稲 が下 屑士 に 対 す る減収割 合 は少 な く、 洗 いで甘

藷で、 大 豆 が 最 も大 きか つた。 又 下 層 士 の悪 影 響が 少 なか つ た土 は沖 積土 で あ り、 3 作 物 の収 量の差

も少 なか つた’。 非 火 山 灰土 で は、 陸矧 ま下 層 土 で生 育 が よ くなつ た が、 大豆 では著 し く宙或収 し、 作物 に

よ る収 量 の差 は 大 きか つ た。 火 山 灰士 は 作物 間 の差 も大 き く、 叉下 層土 に よ る減 収割 合 も大 きかつ．た。

この 間係 を更 把 くわ し く多 （ の 作物 につ い て み るた め、 洪 積 層火 山灰 土（ 埴本 ）の下 層土 を用 いて、

施肥 条 件 を変 え、 作物 を栽 培 し た 結 果 次の よ うに区 分す る こ とが 出 来 た。

A ） 施肥 量 の 多少 にか ゝわ らず 下層 士 の 影 皆 が 同 じ傾 向を示 す 作物 。

1 ）下 層 土 で生 育 があ ま り悪 くな らな い作物 ‥‥… ‥…… 人 参、 大根

2 ）下 層 土 で 施 肥 量の 多 少 に 関 係 な く生 育 が悪 い作 物・‥・… ‥‥‥・・コー ン、 甘 萬 ヒエ、 モ ロコシ、 トマ

ト、 ネ ギ 。

B ）施 肥 量 の多少 に よつ で 下層 土 の 影 響 が異 な り、 少 肥 では 下 層 土 の 悪影 響 が み られ る が、 多 肥 に す

る と生 育 が か え つ て よ くな る 作 物 。‥‥‥… キ ウ リ、 カ ボ チ ャ、 白 菜 、 陸 稲 。

前章 で－一般 に そ菜 熟 ま深 緋 効 果 の 出 やす い もの が多 い ことを述 べ た が、 これは普 通作物 に 比べ て肥料

効果 が大 き く、 集 約 的 な肥培 管 理 が行 な われ て い るか ら沃桝 に よる下 層土 の悪 影 皆を回避 す る こ とが出

来 るこ と と共 に、 大枚 人 参 の よ うに下 層土 の悪 影 皆 の少 ない もの が含 まれ るた めで ある。

しか し下 層土 は 痔滞 な土壌 が 多 いか ら、 作物 の 下 層 土 に 対す る反 応 は その 作物 の 吸肥 特 性 と関連 す る

と考 え られ る。 この点 を 明 らか むこす るた め 1 2 種 放の 作物 を供 試 し、 下層 土 に て 各要素 欠 の 影響 をみ た

結 果∴ 下屈 士 の 作物 へ の影 響 は P ・ K に対 す る作物 の 反 応 と関 係 が 深 い こ とを認 めた。 即 ち、 P 欠 把 よ

り生 育の お ちた トマ ト、 ネギ 等 では 肥培 され ない下 層土 で 減収 が著 し く、 人 参、 大根 の よ うな下 層土 で

減収 しに くい 作物 は、 P 欠 、 K 欠 に 対 し て も生 育 は あ ま りお ち なか つた。

この よ う忙 作物 に対す る下 層 士 道応 性 は施 肥 条 件 に よつ て こ とな り三要 素 の 欠 乏 に よる障 害 となつて

蒙 れ る所 が大 きい が、 そ の他 道 雄 アル ミナ、 F e 等更 には土 雛 改 段 等 の 影 智 も無視す る こ とは 出来 なし．、。

一一例 として 件 物根 の A g の 吸収 程 度 をみ る とネギ、 陸 稲 が少 な く、 大根、 人参、 白菜 が これに 次 ぎ、 キ

ウ リ、 カ ボチ ャは 多 く、 根 の Åg 吸 収の 状態 と下 層土 の 作物 への 杉響 と関連 あ る こ とを認 めた。

作物 の 種 類 と探桝 の 影響 に つ い て は、 作物 根 の生 理、 生態 的特 性 とのf娼係 に お いて更 に 詳 細に のべ る

必 要 が あ るが、 これは 別途 の桟 会 に ゆ ず りた い。

Ⅳ む す び

作物 に対 す る深 桝の 影 苧は、 そ の 作 物 に よ りこ とな り」効 果の 出や す い 作物 とし て、麦 粉、 甜菜・ 馬鈴

薯 ．コーーン ．そ某 類 ．背 刈 飼料 作 物 薙 が あ り、 出 くい 作物 は牧 草・ 大 豆・ 落 花 生 等で あつ た。 この よ う

な関 係 は 品坪 間 に お小 て も認 め られ 淀誹 の効 果 を高め るに は深桝 畑 に 適 した 作物、 品種 を選 ぶ こ とが

重要 で あ る。 それ と共 に深 即事前 作 の作 物 に よ つ て も乃 り宇効 果 の出 方 が こ となつ て来 る と考 え られ この

点 は 今 後 問描 に す べ き所 で あ る が、 採納成 弦 を確立 す るた めには 作物 面 か らみ る と深 桝畑 を積 極的 に利

用 す る よ うな 作付 体系 を組入 れ る こと が大切 で あ る。

更 に探誹 忙 と もな う土 地 勺変 化 と作物 特 性 との関係 に つい て、 2 ～ 3 の点 をのべ たが、 今 後 これ らの
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関係 よ り， 深緋効 果 の 出に くい 作物 も、 そ の減収要 因 を解 析 し、 合理 的 な改善 方 法 を 行 うこ とに よ り、

効果 を 上 げ る よ うに す る こ とが 必 要 で あ ろ う。




